





















落として拾う等の異常が発生したこともすべて検出可能であった。図 3 に、#4 と名付けたボルト取り付け位置での
作業に対し、#4 の作業が行われたと仮定して計算した LOF と、それ以外のボルト取り付け位置の作業が行われた









(a) 正常な作業を繰り返した時       (b) 意図的に作業を間違えた時 
図 2. フュエルタンク取り付け作業における地磁気の変化 
















   
 
実験に当たっては、岩手県体育協会の協力のもと、永井陽一選手、永井秀明選手、永井健弘選手の協力を得て、






































46m または 47m である。これにより、スキージャンプの練習では飛距離を気にせずに、踏切の良否だけを確認して
いたものが、飛距離を意識しつつ踏切を修正することが可能となった。 
 
 
本講座では、モーションモニタリング用のセンサとして、地磁気・加速度センサのほか、マイクロソフトの KINECT
を扱っている。その一例として、KINECT を利用して脳血管疾患でリハビリテーションを行っている患者を支援す
ることを目的として、KINECT を利用して体幹の歪みの測定を行っている。詳細については、3.1.2.5 医療・健康
情報を参照されたい。 
 
  
図 7. 検出された着地するスキージャンプ選
手(黒)と認識していた横線(赤) 
図 6. 開発したジャンプ姿勢モニタシステム
の実行画面 
